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『 時 間 の 感 じ 方 』
主事 家田 雄太

日間賀小中学校合同運動会
10月3日（火）、前日からの雨が止まず、生徒も楽しみにしていた

島民体育祭が残念ながら中止になりました。雨上がりを待ち、中学

生全員で小学校運動場の水取りをして、翌日の予備日に備えまし

た。

そして4日（水）。生徒も教員も経験のない小中学校合同運動会です。

保護者の方も大勢応援に駆けつけてくださり、にぎやかな雰囲気での開

催になりました。

中学生は練習の時から「魅せる体育祭」を合言葉に、きびきびと
した動き、一生懸命な姿、高いレベルの技能を追

い求めてがんばってきました。

昨年度より紅白対抗で勝敗を競っていますが、

今年度はさらに、小学生も交えて紅白対抗で実施

しました。小学生に声援を送り、送られ、お互いの

勝敗に喜びを分かち合う姿は、大変すがすがしい

ものでした。

結果は、中学校の部

では紅組の勝利。小中

合同の部では白組の勝

利でした。日頃のがんば

りを、しっかりと「魅せる」

ことのできた運動会にな

りました。 中学校の部優勝、紅組

人生を８０年と仮定したとき、人生の折り返しはいつになると思いますか。多くの人は

４０歳が折り返しだと答えると思います。それも１つの答えですが、実は１９～２０歳頃

が人生の折り返しという考え方もあります。高校を卒業して、１～２年経過するともう人

生の折り返しとは驚きですね。

これは体感時間をもとにした考え方で、ジャネーの法則と呼ばれるものです。５０年生

きてきた人にとっての１年は人生の５０分の１にすぎませんが、５年しか生きていない人

にとっての１年は人生の５分の１にもおよぶため、長く生きている人ほど１年が短く感じ

るという考え方にもとづいています。自分でも考えてみると、たしかに１年経つのが昔に

比べて早く感じます。何歳くらいを折り返しとするかは別として、昔より１年が早く感じ

るという点においては、ジャネーの法則を実感することができています。

ジャネーの法則によれば、３年生のみなさんはあと５年ほどで人生の折り返し地点とい

うことになります。おそらく、高校、大学や働きだしてからは時間の経過をとても早く感

じるはずです。あくまでも１つの考え方になりますが、この話をいい機会だと思って今ま

での人生を振り返ってみるのはどうでしょう。



１１ 月 の 予 定
日 曜 行 事 等 の 予 定

１ 水 Ｂ日程 学校祭週間

最終下校16:30

２ 木 Ｂ日程

３ 金 文化の日

４ 土

５ 日

６ 月 朝会

７ 火 日中祭

８ 水

９ 木 ３年実力テスト

10 金 食に関する指導（２、３年）

11 土

12 日

13 月 朝会 家庭教育教室講演会

14 火 ３年進路説明会 ２年高校訪問

15 水 Ｂ日程 教育相談週間

16 木 Ｂ日程 火災避難訓練

17 金 Ｂ日程

18 土

19 日

20 月 朝会 Ｂ日程

第４回日間賀サミット

21 火 学校公開日 学校保健委員会

22 水 ＨＡ テスト週間

23 木 勤労感謝の日

24 金

25 土

26 日

27 月 朝会

スポーツ研修会・教育を語る会

28 火

29 水 期末テスト（社・技家・理）

30 木 期末テスト（国・保体・数）

1２ 月 の 主 な 行 事

１日（金）期末テスト（音・英）

１２日（火）持久走大会

１４日（木）個人懇談会

１５日（金）個人懇談会

１９日（火）合唱コンクール

２１日（木）給食終了

２２日（金）２学期終業式

「社会に開かれた教育課程」
校長 鈴木 康弘

今年は「島民体育祭」が中止となり、「小中

学校合同運動会」となりました。当日は、たく

さんの保護者・島民の方々が来校し、大きな声

援を送ってくださいました。子どもたちへの愛

の溢れる運動会であったと思います。ありがと

うございました。

さて、今年３月に、次期学習指導要領が公示

され、小学校では平成32年度から、中学校では

平成33年度から新しい学習指導要領に基づいた

教育が本格実施されます。そのキーワードの一

つとして「社会に開かれた教育課程」というこ

とが挙げられています。「社会に開かれた教育

課程」についてはいろいろなところで説明され

ていますが、私は「子どもが大人になった時、

どのような社会になっていて、そこで彼らが活

躍するためにはどのような力を育むべきなのか

を、学校と社会がともに考え、実践していくこ

と」が重要だと考えています。「島民体育祭」

や「小中学校合同運動会」など、本校の教育活

動は、正に、そういった場になっていると思い

ます。学校と保護者・地域が協働することで子

どもたちの豊かな育ちを支え、子どもたちもそ

れに応えようとしています。「小中学校合同運

動会」では、その一端をご覧いただけたものと

感じています。一生懸命に競技する姿や自分た

ちで整列して入場する姿などに、子どもたちの

成長を実感するとともに、感動しました。

今後も、多くの方々からのご協力に感謝し、

ともに手を取り合って、現在・未来の日間賀島

で活躍できる子どもの育成に努めていきたいと

思います。

第４回日間賀サミット
「島のために小中学生が連携してできることを

考え、島の将来の担い手としての意識を高めよう」

と、昨年度始まった日間賀サミット。第４回サミ

ットが１１月２０日（月）に予定されています。

前回（５月のサミット）、話題になった中から、

「島をきれいにしたい」と、前期生徒会役員が今

年度の課題を掲げました。「浜清掃」「島っ子クリ

ーン活動」で工夫したことを、どのように今後に

生かせるでしょうか。

子どもたちがどのような日間賀の将来像を描く

のか、ご期待ください！また、ご家庭でもぜひ話

題にしてください。


